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1. はじめに 

これまでの災害時の救命救助では口頭によるや

りとりが主流であり [1]，効率的な情報収集が困

難で早期に救助を開始できないという問題があ

る．我々は災害時に要救助者に関する精度の高

い情報を蓄積し，救命救助に役立てるシステム

の研究を進めている．モバイル端末を利用する

本システムは，災害時のネットワーク接続状況

は不安定であるため，オフライン時にクライア

ントが利用できないという問題がある．  
そこで，本稿では情報収集効率の向上を目指し

たデータのキャッシングと同期処理を用いた救

命情報共有システムのオフライン運用機構を提

案する．この機構によりサーバはクライアント

がオフライン時に入力した救命救助に必要な情

報を取得することができる． 
2. アプリケーションの概要と問題点 

図 1 に救命情報共有システムの概要を示す．

このシステムでは災害発生から 24 時間以内での

救命救助活動の開始を目的にしている [2][3]．災

害が発生すると，被災者や救命隊は要救助者に

関する情報をモバイル端末上のアプリケーショ

ンから発信する．モバイル端末上から発信した

情報は中継器となる車載中継器や基地局を経由

し，サーバ上に蓄積される．そして，救命隊は 
モバイル端末上のアプリケーションを介してサ

ーバに蓄積された情報を取得し，その救命情報

 
図 1 救命情報共有システムの構成 

を救命救助の意思決定に利用する． 
しかし，災害時のネットワーク接続状況は不安

定であるため被災者や救命隊がオフラインの場

合，情報を発信できないため情報収集効率が低

下してしまう問題がある．そのため，救命情報

共有システムにオフライン運用機構を導入する

ことで，サーバに蓄積される情報数が増加し，

情報収集効率の向上が期待できる． 
3. 提案手法 

本稿では，キャッシングと同期処理を用いて救

命隊からの救命情報を欠損なく蓄積する情報収

集機構を提案する．オフライン運用機構として，

ネットワークオフライン時にはブラウザのキャ

ッシュを用いたシステムの運用を行い，ネット

ワークオンライン時には Ajax 通信を用いてブラ

ウザに蓄積した情報をサーバに更新し，サーバ

で更新された情報を取得する． 
3.1 キャッシング 

オフライン時にシステムを運用するためには

クライアント側のブラウザに設けられているア

プリケーションキャッシュと Web SQL [4]のキ

ャッシュを利用する（図 2 参照)．アプリケーシ

ョンキャッシュはオフライン時にシステムを運

用するために必要であり，Web SQL は入力した

情報を保持するために必要である． 

 
図 2 キャッシング動作 

3.1.1 アプリケーションキャッシュ 

HTML5 [5]のアプリケーションキャッシュは

サーバ側のマニフェストファイルにクライアン

トがキャッシュするファイルを定義し，利用で

きる．これによって，クライアントがサーバに

接続した際，システムの一部がブラウザにキャ

ッシュされる． 
3.1.2 Web SQL データベース 

Web SQL はクライアントのブラウザにリレー

ショナルデータベースを作成してデータを保持
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する．Web SQL を用いて被災者や救命隊がネッ

トワークオフライン時に入力した情報をオンラ

インに切り替わるまで保持することが可能にな

る． 
図 2 に示すように，クライアントは入力した

情報を送信する時にネットワーク接続状況を検

知し，オンラインの場合は情報をサーバに送信

する．接続状況がオフラインの場合，入力した

情報をブラウザの Web SQL データベースに蓄積

する．  
3.2 同期処理 

ネットワーク接続状況がオフラインからオン

ラインに切り替わった時，Ajax (Asynchronous 
JavaScript + XML)通信を用いてサーバとブラウ

ザキャッシュ間で同期処理を行う．図 3 に同期

処理の概要を示す． 

 
図 3 同期処理の動作 

同期処理では，始めにネットワークがオフラ

イン状態からオンラインに切り替わったことを

クライアントが検知する．そして，オンライン

に切り替わった場合 Web SQL データベース内に

蓄積された情報を XML 形式に変換する．XML
形式に変換された情報はブラウザとサーバの非

同期通信によるデータ連携を行う Ajax 通信を用

いてサーバに送信する． 
次にクライアントはオフラインの間にサーバ

で更新された情報を要求し，取得する．サーバ

から取得した情報は全てブラウザキャッシュで

ある Web SQL データベースで保管する．そして，

救命隊は要救助者に関する情報を閲覧する場合，

ネットワーク接続状況に関わらずブラウザ側の

キャッシュ情報を利用する． 
4. 評価 

4.1 機能評価 

ブラウザキャッシュに入力情報と取得情報を蓄

積する実装を行い，ネットワーク接続状況に応

じた機能の動作確認を行う予定である． 
現在，ネットワークの接続状況を検知し，オ

フラインの場合，入力した情報を Web SQL に蓄

積する実装を行った(図 4 参照)． 
今後，ネットワーク接続状況を検知し，オンラ

インに 切り替わった場合，Web SQL の情報をサ

ーバに蓄積し，サーバで更新された情報を取得

する実装を行い，確認する予定である． 

  
図 4 ブラウザキャッシュ 

4.2 性能評価 

今後，同期処理の性能を評価する予定である．

ここでは，使用帯域を制限し，Web SQL の情報

をサーバに送信した時の処理時間を測定する． 
5. おわりに 

本研究では，救命隊からの救命情報を欠損な

く蓄積することを目的に救命情報共有システム

のオフライン運用機構を提案した．今後は使用

する帯域幅が狭い場合の同期処理にかかる時間

を測定し，性能評価する予定である． 
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